
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

い事を種々 の 基質にっ き檢討し更に 製麹中 の こ れ ら

Proteaseの 生 成状態 を Amylases の それ と共 に 試驗

した．

　25．　ア丿Lコ 扁■丿1ρ醗酵1こ關す る研究　　（第 1報 ）

　　黒籔 （AsPe ア9〃 媚 σ翩 跏 爾 ル 〃 teu の の 糖化

　　酵紊に つ い て

　
’
山 邑 酒造研究所

　　　　　　 （⊃水本邦彦 ， 城照雄 ，

・島田 四郎

　澱 粉質原料 を用 い る ア ル ロ ール 醸釁に お い て 糖化劑

として 黒黴 の 液丙培養 を用 い る方 法 が廣 く行 われ て い

る．黒黴 の 糖化酵 素 に つ い て は 北 原，岡崎 兩 氏 の 研 究

を は じめ と して 種 々 報告 され 酸 に對 す る抵抗性 を 持つ

a
一
ア ミ ラ ーゼ 3こr一ア ミ ラ ーゼ の 樣な頬しい ア ミ ラ

ー

ゼ が 發見 され た ．こ れ 等 を含 め て 黒黴 の 糖 化酵素 の 諸

性 質 を知 る 事 は 工 場管理 上 必 要な事 で ある．演者等 は

黒黴の 糖化酵素 に つ い て 2 ，3 の 知見 を得 た の で報 告

した．

　26．アル コ ール 醗酵に關ナる研究　（第2報 ）

　　黒 黴 （AsPergillUS　awampbri
’
fzanreUS） の 蛋 白

　　分 解酵素に つ い て

　　山邑酒造研究所 　
．
O 城 　照 雄，島田四郎

　迸 時 ア ル コ ーノL醗驛工 業 に お い て 澱糧質原料の 糖化

劑 とし て 黒黴 の 液内培養が廣 く用い られ て い る．蛋 白

分 解 酵素 は 酵母の 榮養 と して の 窒素を蛋 白源 よ り供給

し叉澱粉糖化酵素 の 生 成 に も深 い 闘遖性を持 ち ア ル コ

ール 生壷 に 重要 な酵素 で あ る と 考える．演 者等 は ア ル

コ ール 生釐 との 闡蓮性 と蓉 う見解に 立つ て黒黴液内培

養中に生成 され る蛋 白分懈 酵素の 性質を しらべ た の で

報 告 した．

27．酒精醪の 改莨に關ナる研究　（第 5報）

　　 マ ミラーゼ 作 用 に 及 ぼ す 澱 粉 デキ ス トリン 及び

　　 マ ル トーズ の 影響に つ い て

　　鳥取大農學部農藝化　 大 谷義夫 ○高橋 　慧

　液體麹 の ¢ 型 及で β型 ア ミ ラ e ゼ が蒸煮澱粉 の 糖化

力に 及ぼ す 影 響 を試驗す る 爲 に 澱 粉 デ キ ス ト リ ン
，

マ ル トーズ の 混合 基質を謂 製 し之 に α 型 及 びβ型 ア ミ

ラ ーぜ を作用 させ て 糖化力 を試驗 した．その 結果 デ キ

3 ．ト リ ン （干 均重 合 度 20） を含む區分が最 も諮化力が

弱 か つ た か ら ， 糖化力 の 堰 加 に強 い 影響 を與 える 亀の

は 澱粉及 び マ ル トーズ で ある と思われ る．そ こ で 澱粉

及 び マ ル トr ズ の 量が穂化力 に 及 ぼ す影響 を試驗 し

た．そ の 結果，澱粉 の 多い 區分及 び マ ル ト ーズ の 多 い

（4di＞

臨妊が糖化力が よかつ た．然 し澱粉とヤ ル トーズ の 區

分 で は澱 粉 が 多 い 程臠化力 が 張か つ た．結局三 成分中

デ キ ス ト リ ン が 最 も糖 化困難 な精果 を 得た．然 し此關

係 は β型 ア ミ ラ ｛ ゼ と α 型 ア ミ ラ ーゼ の 比 攀に よ り欒

つ て 來 る か ら此等 の 比 寧 を變えて 試驗 した結果 ，
デ キ

ス ト リ ン や マ ル ト
ー
砕 含費區分では α 型 ア ミ ラ ーぜ

に 比 し β型 ア ミ ラ ーゼ の 多 い 時 と少い 時 の 結化力あ差

が 大 きくなつ た．此 の 差 は デ キ ス ト リ ン の 重合 度 に よ

つ て異 るh：・i｝s均重 合 鹿 8 − 25萠後 に 於 て 差が 大きく現

れ た．蒸煮澱粉 の み で もデ キ ス ト リ ン 化 し易い ．澱粉

を高壓蒸煮すれ ば デ ギ ス ト リ ン を多 く含む區分 と同様

差が 大 きく現れ た．

28．酒精羅の改夏に關ナ る研究　（第5綴 ）

　　 選擇菌株 の 糖化酵繁蛾 と焙 養 基 の 組 成 と の

　　 開 係

　　 ，蹴 軟 農單部農藝化　 大 谷萎夫 ○高播 慧

　 先 に 吾 々 は液鐙麹用菌株の 遐蹕 を行つ た結果 AsP．
oryzae 　O−・101

，
　Asp ．　 awamori 　var ．jume”s　AF−1，

及 び ∠4sp．　usamii 琉
一1 −−2 の 3 菌株 を得 たの で 今回

は 此 の 3 菌株 を使用 し た ．培養基 に は 麩 玉蜀黍粉 切

干甘藷粉 と無機盤を加えて 調製 した．先 ず麩 單獨 で 酵

素力試驗した結果 で は 3菌株共 4銘が適當であ り，玉

蜀黍單 獨 の 場 合 で Ct．Asp ．α” 備 ，〆 var ル〃謬8誌 AF −1

の み は 5 ％ ，他 の 2 菌株は 4％が ， 適當であっ た ．次

に Asp．　usamii 　on1−2で 無機麹 ｝こつ い て 試驗を行 つ た

．結果 で ｛tCaCO3 の 添 加量は 麩 で は 0．05〜0 ，1％ が よ く

三E蜀黍で 1宝O．1〜0．2％が よかっ た．
』
KH2PO4 の 添加

量 は 0・05％ で も酵素力は低下 した．MgSO4 ・7恥 0 は

麩 の 中 へ 加 え て も効果は な く玉蜀黍 の 中 民 は 0．05〜

O．1 ％ 添加すれ ば稍効果が あつ たが何れ に して も多量

加える と酵素力 は低 下 す る．更 に麩 と玉蜀黍粉の 混合

割 合 と，酵 素 力 との 闢係 は 麩 の 量 が 少い 時 には ，王 蜀

黍粉 を添加すれ ば 酵素力は功艮す る．墾と切干粉 の 混

合割 合 は ， tW　3 −・4 ％ の 時 鬮 干to　1 −− 2 ％で充 分 で

あ り， 麩 1 〜2 ％ の 時 に は ，切 干粉．1一ゴ2
■
％添加すオL ・

‘鋤 果が あ る添 し麩 に 玉 蜀黍粉嘩 合聯 麩 と切 干

粉を混合 して ， そ の 濃度力｛8 ％ に 逹 した 時 に は單獨 で

4 ％ の 場 合 よ り酵素カカ飆 くな る 鯛 切 干粉單獨 で も

そ の 濃度 4 ％ で酵 素 力 の 第 一
の 山を 生 じ ， 8 ％ で は 更

に 前者 よ り稍 々 高 い 第 二 の 由が 出來た．

2S．米麹申の ヌ クレ アーゼkc就ぴて

　日本 酒難 ：匚場 ：　　　　　　猿
』
野 琳 彡く　良「〜

先 に 清酒 及 び清酒醪中の 核酸鬮聯物質に 就 て 報告 し
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たが ， 莫等物質の 清酒醪中に 於ける代謝を萌に ナるた

め米蹙中 の ヌ ク レ ア ーゼ 及 び デ ア ミ ナ ーゼ の 存在に 就

て 檢索 を一C… パ ー．
， ク 卩 マ トグ ラ フ イ， 及 び分光分析

等 に よ り行 い ， ヌ ク レ ア 冖ゼ，ア デ ニ ル 酸 デ ア ミ ナ ”

ゼ に就 て 得 られ た結果 に就て 述べ た．

31．ペ ー バ ー クロ マ トグラフ イによる澱粉

　　糊精 の 分離 につ い て

　　KK 安編武之助商店 　 足 立 　有

　 ペ ーパ ーク ロ マ トグ ラ フ イを胴い て 比較的重合度 の

高い 炭水化物 ， 印 ち澱粉 並 び に ヨ ー
ドで 呈 色す る程

度 の 糊精 を分離した 報 告が見 當 ら ない が，これ を分離

す る こ とは ， 勿論 ヨ ード呈 色 の 色 の み に よつ て全 て の

未知炭水化物 の 分析 に 適用す る こ とは 難か しい と思 わ

れ る けれ ど も，澱糧中の 不 純物 として の 糊精 の 繊出，

既知澱粉 を用い て 其 の 分懈 ｝伏態 を追及す るた め 等 に は

利用出來 る と思 われ た の で ， こ れ に用い る展開劑 を探

し た結果，利用出來 る と思 わ れ る もの を見 出 した の で

これ を逋 ぺ
， 更に 利用 した結果 につ き報 告 した．

Sl．清酒麹ア ミラーゼカ價の 測定法につ いて

　　KK 安稿武之 助商店 　 足 立 　有

　WOHLGEMUTH 法は反應液が 冒 一ドで紫色 に呈 色

しなくな る瞬間 を遉 つ て 時聞 を測定 し，力價 を算出す

るが ， 本法 で は ， 反應中 に ヨ ード に よる紫色 を比色計

で 測つ た透遏攀 の 變化 は規則的なもの で あ る こ とを見

出 した の で ， 反應開始後
一

定時間 を經 た 時 の 透過拳 を

測つ て 反隱終點迄 の 時間をブ ラ フ に より求め て 力價 を

算出す る方 法 で ある．但 し反騰 點 は 照井氏 に よ b

WOHLGEMUTH 法 の 反懸液 を ヨ　e一ド呈色 して 1c 皿

の cel1 と 670m μ の フ ィ ル ターで 66％ の 遶過傘 の 時

と規定 され て い る．

　こ の 方 法 は デ キ ス ト リ ン 分解力を WOHLGEMUTH

力價 と して 測定す る場合 に も適用出來 る．

52．清酒火落菌の 菓養物質と其の 拮抗物質

に關する研 究　（第 c報 ）

　　 ア ミ ノ酸 の 拮抗作用 に 麟 い て　（1）

　　
・L ● ueln ● に對す る lsoT◎ ucine

，
　vallne の 阻富

　　阪大工 學部醸酵

　　　　　　寺本四郎，橋 田度，O 安田榮 八 郎
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

　既に 乳 酸菌 ， 大腸菌等 に於て は 培養液に含 まれ る ア

ミ ノ酸が榮獲作用の み で な く， 他 の 必要 ア ミ ノ酸 に 拮

抗 して 微生物 の 發育を阻害す る 事が認 め られ て い る．

私逹は合成培養基に 於て T107 凱菌そ の 他をi對象に し

て ， 第 5 報 （醸酵エ雜誌 52
， 366， 1954）に報 じた檬な

必 須 ア ミ ノ 酸 に對 して 拮抗作用 の ある ア ミ ノ 酸 の 存在

を し らぺ た．先 づ leucine，　isoleucine，
　Valine 　3者間

の 關係 を しらべ たが ，
isoleucine

，
　valine は Ieucine

が 低濃度 の 場合に發育 を阻鬢す る事が認 め られ た．

　 53．清酒火落菌の 塋養物質と其 の 拮抗物質

　　　 に關する研究　（第7諏）

　　 ア ミ ノ酸 の 拮抗作用 に 就て 　（亘）

　　 Sertne に對 す る threotlne の 阻 富

　　阪大工 學部醸酵

　　　　　 寺本四郎 ○橋 由　度 ， 安 田榮八郎

　 DL 『tbreonine は 高濃度 で 清酒火落菌 の 發 育 を阻 害

し， 夊 DL −serine の response 　 curve に於 て著しい

1ag　section カ：ある こ とか ら DL −threonine が DL −

serine を阻 害 す る こ とを認 め た．　 DL −threonine の

阻 害は極め て著 し く DL −serine が 100μglm1 未滿で

は 1倍牛100〜200μg／m1 で は 2 倍程度の DL −threo −

nine に 依 つ て 發育は 牛 減す る．3ζ逆 に大量 の D レ

serine が低濃度 の DL −threonine を阻害す る こ とが

認 め られ た．これ らの 關係を清酒防腐 に 隱用 せ ん とし

て 若干の 檢討を行つ た．

　34，合成清酒 に關す る研究　（第 峨 ）

　　蛋 自，灘粉の 利用 に 就 い て

　　KK 科學研究所　　　　　　坂　本　政 　義

米 の 節減 乃 至 代替に 依て 合成酒 の 向上を 躅 る を 目的

と して 蛋 白澱粉數種 に 就 い て ．

  　脱脂脱臭不純物の 除去

  前處理 と して の 化學分解 と酵素分解

  代替麹 と して の 利用

  　醗酵 法 に依 る利用

之等 につ き総 論的な 實驗結果 を報告 した ．

35．清酒中の有機駿に關する研究 （第 1報 ）

　　 ケ ト酸 の Pap ● r　chromatography 　l二 つ い て

　　大倉酒造 KK

　　　　　　　安藤智雄○栗山一秀 ， 赤見坂聰

　種 々 の 清酒 に就 い て 從來 の 方 法 を改變 して ケ ト酸 の

Paper 　ohromatography を行っ た結果 ， これ迄に 清

酒中に 存在 を報告 され て居 た PyruVic 　acid 等 の 他 に

新らた に Oxalo 　acetic 　 acid 等 2 ， 3 の ケ ト酸 が 存

在す る こ とを認 め ， 且 つ ケ ト酸が腐造酒 の 指標 とな る

と榎氏 罅 が 結 論 して 届 るが ， こ の 實驗 の 結果 では普邁
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